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新
年
明
け
ま
し
て

お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。
二
学
期
は
行

事
・
研
究
授
業
と
大

き
く
て
重
い
も
の
が

押
し
寄
せ
て
い
た
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。
三
学
期
は
心
軽

く
子
ど
も
と
の
毎
日

を
楽
し
み
ま
し
ょ

う
。

　

近
年
の
多
忙
化
の

特
徴
の
一
つ
に
研
修

の
増
加
が
あ
る
と
思

い
ま
す
。
昨
年
度
か

ら
始
ま
っ
た
「
学
力

向
上
支
援
事
業
」
に

よ
る
効
果
検
証
は
、

担
当
に
な
っ
た
教
員

に
多
大
な
負
担
を
強

い
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。
そ
れ
に
伴

い
、
研
究
授
業
や
メ

ン
タ
ー
研
修
が
増
加

傾
向
で
す
。
他
に
も

オ
ン
デ
マ
ン
ド
研

修
、伝
達
研
修（
特
に

外
国
語
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
）、

年
次
研
修
な
ど
な

ど
、
日
々
研
修
の
オ

ン
パ
レ
ー
ド
で
す
。

　

こ
れ
か
ら
交
渉
を

行
う
青
年
部
要
求
書

は
、
校
内
研
究
や
公

開
授
業
の
回
数
の
大

幅
削
減
、「
学
力
向

上
支
援
事
業
」
の
内

容
の
精
査
・
負
担
軽

減
、
研
究
授
業
の
準

備
・
研
究
協
議
は
勤

務
時
間
内
に
行
う
こ

と
、
初
任
者
研
修
の

負
担
軽
減
、「
メ
ン

タ
ー
制
度
」
の
廃
止

な
ど
長
時
間
勤
務
解

消
を
求
め
て
い
ま

す
。

た
ん
ぽ
ぽ

　
　

 

だ
よ
り
１月１月

労
連
市
地
区
協
春

闘
学
習
＆
団
結
望

年
会
＝
12
月
21
日

大
阪
市
民
負
担

１
人
10
万
円

　

大
阪
府
・
市
は
12
月

22
日
、大
阪
・
関
西
万
博

を
め
ぐ
る
府
・
市
の
現

時
点
で
の
負
担
費
用
が

総
額
約
１
３
７
７
億
円

に
上
る
こ
と
を
明
ら
か

に
し
ま
し
た
。
３
日
前

に
１
１
１
２
億
円
と
公

表
し
た
ば
か
り
で
す
。

　

政
府
は
万
博
関
連
イ

ン
フ
ラ
整
備
費
は
約
９

兆
７
０
０
０
億
円
、
う

ち
万
博
に
直
接
関
係
す

る
整
備
費
は
約
８
３
９

０
億
円
と
公
表
し
ま
し

た
が
、
府
・
市
の
負
担

額
に
こ
れ
ら
は
含
ま
れ

て
い
ま
せ
ん
。
淀
川
左

岸
線
２
期
工
事
２
９
５

７
億
円
・
大
阪
メ
ト
ロ

中
央
線
の
夢
洲
延
伸
工

事
約
３
４
６
円
の
総
額

は
万
博
費
用
と
し
て
い

ま
せ
ん
。

万
博
不
要
68
％

ム
ダ
遣
い
や
め
よ

　

11
月
の
共
同
通
信
・

全
国
調
査
で
大
阪
万
博

「
不
要
68
％
」
で
し

た
。
12
月
の
「
毎
日
」

で
は
、
万
博
チ
ケ
ッ
ト

を
「
購
入
し
た
い
と
思

わ
な
い
」
が
79
％
に
の

ぼ
り
ま
し
た
。
明
る
い

民
主
大
阪
府
政
を
つ
く

る
会
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
１
０
０
０
人
調
査

（
12
月
）
で
は
、「
３

５
０
億
円
の
木
造
リ
ン

グ
」
に
つ
い
て
「
不

要
」
が
56
・
７
％
と
な

り
ま
し
た
。
税
金
の

「
ム
ダ
遣
い
」
に
批
判

が
高
ま
り
御
堂
筋
な
ど

で
の
パ
レ
ー
ド
も
続
い

て
い
ま
す
。

　

日
本
維
新
の
会
の
馬

場
伸
幸
代
表
は
、「
金

の
ム
ダ
遣
い
と
は
言
え

な
い
。
万
博
か
ら
Ｉ
Ｒ

と
い
う
レ
ー
ル
が
敷
か

れ
て
い
て
、
う
ま
く
い

け
ば
大
阪
・
関
西
経
済

に
大
き
な
イ
ン
パ
ク

数
働
い
て
い
ま
す
。

「
非
正
規
教
職
員
」

は
、
正
規
の
教
職
員
と

比
べ
、
待
遇
面
で
も
給

与
で
も
大
幅
に
低
く
抑

え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

軍
事
費
や
大
阪
万
博

に
数
千
億
円
の
予
算
を

使
う
よ
り
も
、「
教
育

に
関
わ
る
予
算
」
を
増

や
し
、
教
職
員
が
「
人

間
ら
し
く
」
働
き
、
余

裕
を
も
っ
て
子
ど
も
た

ち
の
教
育
に
関
わ
れ
る

よ
う
に
す
る
政
策
が
必

要
で
す
。

　

年
度
末
人
事
交
渉
で

は
、「
代
替
講
師
」の
欠

員
状
況
が
明
ら
か
に
。

11
月
１
日
時
点
で
、
小

学
校
53
人
、
中
学
校
９

人
の
欠
員
が
あ
り
ま

す
。
こ
の
中
に
は
、
産

育
休
の
代
替
講
師
の
欠

員
が
含
ま
れ
て
お
り
、

小
学
校
20
人
、
中
学
校

３
人
の
欠
員
で
非
常
に

深
刻
な
状
況
が
進
ん
で

い
ま
す
。
大
阪
市
の
多

く
の
小
中
学
校
で
は
、

教
職
員
が
不
足
し
た
ま

ま
、
日
々
の
学
校
運
営

が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
正
規
教
員
の

代
わ
り
に
勤
務
し
て
い

る
「
定
数
内
講
師
」
は
、

正
規
教
職
員
増

正
規
教
職
員
増

給
与
・
待
遇
改
善
を

給
与
・
待
遇
改
善
を

維
新
市
政 

深
ま
る
矛
盾

政
令
市
交
流
会

政
令
市
交
流
会

講
師
未
配
置
、任
用

ガーベラガーベラ
だよりだより

ユネスコ

Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育
に
警
鐘

教
育
効
果
に
証
拠
無
し

地
域
集
会
１
月
27
日

生
野
工
業
高
募
集
停
止

　

23
年
度
第
２
回
政
令

市
関
係
教
職
員
組
合
交

流
会
が
12
月
９
日
〜
10

日
北
九
州
市
内
で
行
わ

れ
、
仙
台
、
さ
い
た

ま
、
横
浜
、
川
崎
、
静

岡
、
浜
松
、
名
古
屋
、

京
都
、
大
阪
、
堺
、
神

戸
、
広
島
、
北
九
州
、

福
岡
が
参
加
し
ま
し

た
。

　

交
流
会
で
は
、「
公

共
施
設
を
民
間
に
移

行
。
新
設
校
に
プ
ー
ル

作
ら
な
い
」（
川
崎
）、

「
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル

構
想
で
、
タ
ブ
レ
ッ
ト

に
民
間
の
学
習
ソ
フ
ト

が
導
入
」（
さ
い
た
ま
）

な
ど
、
教
育
現
場
に
民

間
企
業
が
参
入
し
て
い

る
現
状
が
明
ら
か
に
な

り
ま
し
た
。

　

講
師
の
未
配
置
問
題

が
川
崎
、
静
岡
な
ど
か

ら
報
告
さ
れ
、
そ
の
対

応
策
と
し
て
、
大
学
４

回
生
に
臨
時
免
許
（
京

都
）、
採
用
試
験
を
５

月
に
実
施
（
静
岡
）、

大
学
３
年
か
ら
受
験

（
川
崎
、
広
島
、
北
九

州
市
）
な
ど
が
出
て
い

ま
す
。
講
師
に
給
料
表

「
２
級
」
適
応
（
静

岡
）
な
ど
教
職
員
の
任

用
に
関
わ
る
問
題
に
つ

い
て
も
交
流
し
ま
し

た
。
次
回
は
、
６
月
に

行
わ
れ
る
予
定
で
す
。

　

Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル

構
想
や
教
育
Ｄ
Ｘ
が

「
Ｉ
Ｃ
Ｔ
利
活
用
の
日

常
化
」
ば
か
り
を
強
調

し
て
い
ま
す
。
Ｉ
Ｃ
Ｔ

教
育
に
警
鐘
を
鳴
ら
す

ユ
ネ
ス
コ
「
２
０
２
３

年
グ
ロ
ー
バ
ル
教
育
モ

ニ
タ
リ
ン
グ
レ
ポ
ー

ト
」を
紹
介
し
ま
す（
大

阪
教
育
文
化
セ
ン
タ
ー

Ｗ
Ｅ
Ｂ
ペ
ー
ジ
参
照
）。

①
教
育
効
果
に
つ
い
て

の
確
固
た
る
証
拠
は
ほ

と
ん
ど
な
い　

教
育
に

お
け
る
デ
ジ
タ
ル
テ
ク

ノ
ロ
ジ
ー
の
付
加
価
値

に
つ
い
て
確
固
た
る
証

拠
は
ほ
と
ん
ど
な
い
。

『
Ｐ
Ｉ
Ｓ
Ａ
』
に
よ
っ

て
提
供
さ
れ
る
よ
う
な

大
規
模
な
国
際
デ
ー
タ

で
は
、
過
度
な
Ｉ
Ｃ
Ｔ

使
用
と
成
績
に
負
の
関

連
が
あ
る
こ
と
を
示
唆

し
て
い
る
。

②
企
業
の
誇
大
広
告
に

惑
わ
さ
れ
な
い
よ
う
に

多
く
の
証
拠
は
、
そ
れ

を
売
ろ
う
と
し
て
い
る

人
か
ら
来
て
い
る
。
メ

リ
ッ
ト
を
示
し
た
研
究

の
多
く
は
業
界
の
資
金

提
供
を
受
け
て
い
る
。

③
教
師
に
よ
る
教
育
指

導
を
大
切
に
し
、
道
具

と
し
て
使
用
す
る
こ
と

が
重
要　

学
習
を
改
善

す
る
に
は
、
デ
ジ
タ
ル

テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
が
教
師

と
の
対
面
で
の
や
り
取

り
に
取
っ
て
代
わ
る
も

の
で
は
な
く
、
補
完
す

る
必
要
が
あ
る
。

④
「
個
別
最
適
化
」
に

よ
る
教
師
代
替
は
だ
め

ユ
ネ
ス
コ
事
務
局
長

は
、
安
上
が
り
に
教
師

を
代
替
す
る
「
個
別
最

適
化
」
政
策
を
批
判
。

ス
ク
リ
ー
ン
は
教
師
の

人
間
性
に
取
っ
て
代
わ

る
こ
と
は
で
き
な
い
。

⑤
モ
バ
イ
ル
デ
バ
イ
ス

に
近
接
し
て
い
る
だ
け

で
、
生
徒
は
注
意
散
漫

に
な
り
学
習
に
悪
影
響

ス
ク
リ
ー
ン
タ
イ
ム
の

延
長
は
自
制
心
と
感
情

的
安
定
性
に
悪
影
響
を

及
ぼ
し
、
不
安
と
う
つ

病
を
増
加
さ
せ
る
可
能

性
が
あ
る
。

⑥
子
ど
も
の
プ
ラ
イ
バ

シ
ー
を
保
護
す
る
規
制

を　

不
十
分
な
規
制
が

商
業
目
的
で
の
個
人
デ

ー
タ
の
不
正
使
用
に
つ

な
が
っ
て
い
る
。
パ
ン

デ
ミ
ッ
ク
中
に
オ
ン
ラ

イ
ン
教
育
を
提
供
し
た

42
政
府
の
う
ち
39
政
府

が
、
デ
ー
タ
保
護
法
の

実
施
と
規
制
の
強
化
を

求
め
て
い
る
。

⑦
商
業
的
利
益
よ
り
も

公
共
性
・
公
益
を
優
先

事
項
に　

教
育
政
策
に

対
す
る
教
育
テ
ク
ノ
ロ

ジ
ー
産
業
の
影
響
力
の

高
ま
り
を
懸
念
。

万博中止！カジノはいらん！万博中止！カジノはいらん！
イスラエルは虐殺やめよイスラエルは虐殺やめよ

ト
。
そ
こ
は
惜
し
み
な

く
、
お
金
を
出
し
て
い

く
」（
９
月
28
日
）
と

強
弁
し
ま
し
た
。

死
者
２
万
人
超

今
す
ぐ
停
戦

　

ガ
ザ
当
局
は
12
月
22

日
死
者
２
万
57
人
、
負

傷
者
５
万
３
３
２
０
人

と
発
表
し
ま
し
た
。
同

日
グ
レ
テ
ス
国
連
事
務

総
長
は
「
ハ
マ
ス
が
国

際
人
道
法
に
違
反
し
て

も
パ
レ
ス
チ
ナ
人
へ
の

集
団
懲
罰
は
決
し
て
正

当
化
さ
れ
な
い
、
国
際

法
の
も
と
で
イ
ス
ラ
エ

ル
が
負
う
義
務
を
免
除

す
る
も
の
で
は
な
い
」

と
強
調
し
ま
し
た
。

　

大
阪
労
連
・
大
阪
市

地
区
協
議
会
24
年
度
春

闘
学
習
＆
団
結
望
年
会

が
12
月
21
日
開
か
れ
、

フ
リ
ー
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス

ト
の
西
谷
文
和
さ
ん

が
、
イ
ス
ラ
エ
ル
・
ガ

ザ
の
情
勢
と
関
西
万
博

に
も
触
れ
講
演
「
今
こ

そ
９
条　

即
時
停
戦
の

た
め
に　

ウ
ク
ラ
イ
ナ

（
23
年
10
月
）
と
ア
フ

ガ
ン
を
取
材
し
て
」
を

行
な
い
ま
し
た
。

　

「
イ
ス
ラ
エ
ル
は

今
、
世
界
中
か
ら
の
湧

き
上
が
る
停
戦
の
声
を

無
視
し
て
、
パ
レ
ス
チ

ナ
に
対
し
ジ
ェ
ノ
サ
イ

ド
を
行
な
っ
て
い
る
。

こ
の
２
つ
の
戦
争
を
今

す
ぐ
止
め
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
こ
う
し
て
い

る
間
に
も
無
辜
の
人
々

が
殺
さ
れ
て
い
く
。
早

く
止
め
な
い
と
い
け
な

い
。
こ
れ
が
今
回
の
ウ

ク
ラ
イ
ナ
取
材
の
結
論

で
あ
る
」。

　

そ
し
て
、
戦
争
は
ウ

ソ
で
始
ま
る
こ
と
を
指

摘
し
、
根
拠
の
な
い

「
経
済
効
果
」
で
「
大

阪
市
民
の
負
担
は
１
人

10
万
円
」
を
強
い
る

「
維
新
の
会
」
の
万
博

・
カ
ジ
ノ
強
行
を
厳
し

く
批
判
し
ま
し
た
。

　

大
阪
府
教
育
委
員
会

は
23
年
11
月
13
日
、
生

野
・
西
野
田
・
布
施
・
城

東
工
業
・
工
科
高
校
の

25
年
度
か
ら
の
募
集
停

止
を
決
定
し
ま
し
た
。

　

募
集
停
止
に
関
す
る

条
例
改
正
案
が
審
議
さ

れ
る
２
月
府
議
会
に
対

し
て
募
集
停
止
撤
回
を

求
め
る
オ
ン
ラ
イ
ン
署

名
を
大
阪
の
高
校
を
守

る
会
が
始
め
ま
し
た
。

　

も
の
づ
く
り
の
ま
ち

大
阪
で
産
業
の
担
い
手

の
育
成
も
行
っ
て
い
る

工
業
高
校
を
つ
ぶ
す
こ

と
は
大
問
題
と
批
判
の

声
が
上
が
っ
て
い
ま
す

（
募
集
停
止
対
象
の
４

校
は
毎
年
、
地
元
の
中

小
企
業
や
大
企
業
か
ら

生
徒
数
を
大
き
く
上
回

る
求
人
票
が
寄
せ
ら
れ

る
）。

　

小
中
学
校
の
統
廃
合

が
強
行
さ
れ
て
い
る
生

野
区
で
、「
学
校
統
廃

合
よ
る
教
育
環
境
と
ま

ち
づ
く
り
を
考
え
る
つ

ど
い
」
が
１
月
27
日
に

開
催
さ
れ
ま
す
。
保
護

者
、
地
域
、
小
中
学

校
、
高
校
、
高
校
を
守

る
会
代
表
の
参
加
で
維

新
市
政
の
教
育
・
地
域

破
壊
の
問
題
を
話
し
合

い
ま
す
。

５
月
１
日
時
点
で
小
学

校
で
２
７
４
人
、
中
学

校
で
２
３
７
人
で
す
。

加
え
て
、
特
別
支
援
サ

ポ
ー
タ
ー
６
１
８
人
、

ス
ク
ー
ル
サ
ポ
ー
ト
ス

タ
ッ
フ
２
０
５
人
、
ス

ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ

ー
カ
ー
な
ど
、「
会
計

年
度
任
用
職
員
」
も
多


